
地域の話題をPick up!
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首
目
、「
苔
む
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。
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。
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一
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目
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っ
た
ら
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ぬ
準
備
期
間
。
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間
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た
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で
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ろ
う
。
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叩
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回
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。
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。
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見
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心
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
キ
ャ
ッ
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す
る
俳
人
の
生
活
。
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え
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。
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二
句
目
、
大
震
災
で
打
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光
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評評

白石の新鮮野菜　う～んとうまいから、食ってみてけらい～ん！
～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

　白石市農産物直売所連絡協議会では会員を募集しています。市内で直売活動をされている方
などで興味のある方は、気軽にお問い合わせください。� 問農林課　☎22-1253

応援しています♪

SSN48は
白石の農産物を

※各直売所では、白石産の新鮮な旬の野菜や花、漬物などを販売して
います（直売所により品ぞろえは異なります）。

※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載しています。「SSN」
は「白石・新鮮・農産物」の略称です。

小原いきいき直売所　【３月まで冬季休業】

問高
たか

橋
はし

　☎29-2269

青っ葉市直売所
　月１回の「サービスデー」（定期市）を開催中！　月
初めの販売日に開催します。お買い上げ金額にかかわ
らず、お好きな新鮮野菜を１点サービスします。
①ポーチパーク内
　毎週水・土曜日9:00 ～ 12:00
②本郷店（旧国道113号角田街道踏切そば）
　毎週水曜日9:00 ～ 12:00
③いきいきプラザ【4月21日（土）から営業】
※スーパービック白石店でも新鮮野菜を販売しています。
問矢

や

内
ない

　☎25-2061

●３月の人気農産物
　ホウレンソウ、キクイモ、ブロッコリー、ネギ、
フキノトウ　など

軽トラ市　毎週金曜日9:00～12:00　新鮮野菜を安く販売！
●場所　すまｉるひろば
問四

し

竈
かま

　☎29-2451、090-9429-6145

馬牛沼産直センター
　毎週火・木・土・日曜日9:00 ～ 16:30
●場所
　国道４号沿い馬牛沼付近
問馬牛沼産直センター
　☎25-0520

バーバ工
ク

愛
ラブ

市
いち

　今月のオススメは、人気農産物のほか、彼岸花（削
り花）、総菜、桜餅

もち

など多数取り揃
そろ

えています。

①白石店（城北町・あそびの森近く）
　（バーバ工愛市のオレンジ色のぼり旗が目印です！）
　毎週水曜日9:00 ～12:00
②JAみやぎ仙南福岡支店構内店
　３月10日（土）から営業を再開します！　営業初日は、
お楽しみプレゼントを用意しています。
　毎週土曜日9:00 ～12:00
問JAみやぎ仙南女性部白石地区バーバ工愛市　☎25-3531

▲人気の「おこわ」と「桜餅」

小十郎の郷　毎日9:00 ～ 18:00営業！
　３月17日（土）～ 18日（日）「春彼岸セール」を開催し
ます。また、テレビや雑誌で健康野菜として注目を集
めている「キクイモ」も好評発売中！

～「ピュアホワイト」生産者募集中～

●�場所　福岡長袋字八斗蒔１
問小十郎の郷　☎22-0881　http://www.kojuro-sato.com

羽山産直市場「わんこの家」　　
　【直売所】9:00～18:00　年中無休
　【レストラン】11:30～14:00　水曜日定休
　新鮮野菜直売所＆地元産食材レストラン。新鮮野菜
や白石産豚肉など、地元産の商品を取り揃えています。
●場所　白川犬卒都婆岩ノ上32-2（国道113号角田方面沿い）
問羽山産直市場「わんこの家」
　☎35-1022

小さなタマゴにたくさんの想いを込めて
「食材王国みやぎ」推進優良活動表彰“大賞”に竹鶏ファーム

　２月６日、「食材王国みやぎ」推進パートナ
ーシップ会議第９回大会が仙台市で開催され、
平成29年度「食材王国みやぎ」推進優良活動
表彰「ブランド化部門」において、有限会社
竹鶏ファームが大賞を受賞しました。
　「食材王国みやぎ」は、宮城県の食産業振
興のテーマで、地産地消の推進や「食」のブ
ランド化などを目指し、食産業関係者などに
よる情報共有と連携を進めています。
　今回の表彰では、「地産地消の推進」およ
び「ブランド確立」の２分野において、先導
的・模範的な活動を実践している事業者や団
体などに対して、同会議から大賞と特別賞が
贈られました。表彰式では、河

かわ

端
ばた

章
あき

好
よし

宮城県
副知事が、同社志

し

村
むら

竜
りゅう

生
き

常務取締役へ表彰の
盾を贈呈。その後行われた表彰事例発表では、
志村常務取締役が、「竹の恵みと愛情たっぷ
り白石蔵王産たまごのブランド化」と題して、
同社の商品「竹鶏たまご」のリブランディン
グ（ブランドを再構築すること）の実践事例
を発表しました。

１_ブランド化部門で大賞を受賞し記念撮影する
志村常務取締役（中央）。隣は河端副知事　２_表
彰事例発表では自社のブランド戦略を説明　３_竹
の恵みと愛情たっぷりの「竹鶏たまご」

　鶏舎の悪臭対策として消臭効果をもつ竹炭を飼料などに使用して
生まれたブランド卵「竹鶏たまご」。平成25年から消費者視点を取
り入れてブランドイメージやキャッチコピーを設定し、パッケージ
デザインを変更するなどのリブランディング戦略に着手されました。
　また、仙台市に広報マーケティング室を置くなど社内体制を新た
に構築し、売り上げを伸ばしています。現在、仙台市内にある
200店以上の飲食店が同社の卵を使用しているそうです。
　卵のソムリエではございませんが、「竹鶏たまご」の卵かけ
ご飯は絶品ですので、皆さんもぜひお召し上がりください！

２

３

1

山田市長をイメージしたキャラクター「やまゆう」くん

11 10Shiroishi_H30.3 Shiroishi_H30.3

応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をは
っきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）フレッシュマーケット


